
問 

同
事
業
関
連
予
算
で
、今
後
の
予
定
は
？ 

答 

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
物
損
保
証
経
費
は
引
き

続
き
計
上
。
ま
た
５
年
間
の
債
務
負
担

行
為
を
設
定
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

費
用
も
毎
年
定
額
を
要
す
る
が
、
こ
の

期
間
中
で
他
に
大
き
な
予
算
計
上
は
な

い
。

教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
堅
持
に
係
る
意
見
書

（
意
見
）
中
学
校
で
の
35
人
学
級
を
早
急
に

実
施
、
加
配
の
増
員
や
少
数
職
種
の
配

置
増
な
ど
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す

る
こ
と
を
国
会
、
政
府
に
要
望
す
る
。

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
の
改
正
に
伴
い
、

牛
久
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正

問 

牛
久
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
内
容
、
及
び
こ

れ
に
該
当
す
る
市
内
事
業
所
数
は
。

答 

施
設
の
運
営
等
に
係
る
費
用
の
補
助
を

受
け
る
た
め
に
市
町
村
か
ら
確
認
が
行

わ
れ
た
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼

稚
園
で
あ
り
、
市
内
に
は
公
立
保
育
園

が
３
園
、
民
間
保
育
園
が
11
園
、
認
定

こ
ど
も
園
が
３
園
、
公
立
幼
稚
園
が
２

園
あ
る
。
特
定
地
域
型
保
育
事
業
に
つ

い
て
は
、
小
規
模
保
育
事
業
、
家
庭
的

保
育
事
業
、
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
、

事
業
所
内
保
育
事
業
な
ど
が
あ
り
、
市

内
に
は
小

規
模
保
育

事
業
が
３

園
あ
る
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

中
型
の
公
用
バ
ス
購
入
費
用

約
１
６
４
０
万
円

問 

買
い
替
え
と
聞
い
て
い
る
が
、
現
在
ど

の
よ
う
な
用
途
に
使
っ
て
い
る
バ
ス
に

な
る
の
か
。

答 

お
く
の
義
務
教
育
学
校
へ
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
５
台
の
う
ち
の
１
台
と
な
る
。
使

用
期
間
が
30
年
を
過
ぎ
た
も
の
で
あ
る
。

同
様
の
バ
ス
が
他
に
も
２
台
あ
る
の
で
、

今
後
公
用
バ
ス
の
あ
り
方
と
し
て
買
い

替
え
、
リ
ー
ス
な
ど
事
業
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
。

問 

バ
ス
を
利
用
す
る
対
象
や
利
用
で
き
る

範
囲
な
ど
の
決
ま
り
は
。

答 

牛
久
市
バ
ス
運
行
規
定
で
定
め
ら
れ
て

お
り
校
外
学
習
や
部
活
動
な
ど
で
も
使

用
で
き
る
。
日
帰
り
、
全
走
行
距
離

４
０
０
Km
以
内
な
ど
と
決
ま
っ
て
い
る
。

（
問
）
購
入
す
る
バ
ス
の
環
境
へ
の
配
慮
と

安
全
装
置
は
。

答 

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
機
能
と
平
成

28
年
排
出
ガ
ス
規
制
に
適
合
。
安
全
装

置
に
つ
い
て
は
衝
突
回
避
支
援
シ
ス
テ

ム
、
バ
ッ
ク
ア
イ
テ
レ
ビ
等
が
装
備
さ

れ
る
。
置
き
去
り
防
止
装
置
も
現
在
導

入
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
様
の
も
の
が

装
備
さ
れ
る
。

教
育
文
化
常
任
委
員
会

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
導
入
し
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
使
用
し
て
い

る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ラ
イ
セ
ン
ス
を

約
６
３
５
６
万
円
で
購
入

問 

購
入
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
期
間
は
？

答 

「
授
業
支
援
」「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
及
び

ウ
イ
ル
ス
対
策
」「
学
習
支
援
」
の
各
ソ

フ
ト
。
児
童
生
徒
及
び
教
職
員
分
で
各

７
３
３
５
ラ
イ
セ
ン
ス
、
一
年
間
有
効
。
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おくの義務教育学校に通う子どもたちが使う
バス

令和 2 年 11 月に 1 人１台のタブレット端末を整
備。理科の観察時などの撮影や英語学習、検索サ
イトの使用、パワーポイントを作成してプレゼン
を行うなど、学習の中で効果的に活用している。

常
任
委
員
会
審
査
報
告



予
算
常
任
委
員
会

住
宅
侵
入
、
窃
盗
等
の　

被
害
防
止
の
た
め

防
犯
カ
メ
ラ
５
基
設
置

問 

備
品
購
入
費
５
３
７
万
４
千

円
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
経
緯
は
。

答 

茨
城
県
の
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
、
県
警
と
行
政
区
と
連
携

し
た
実
証
実
験
を
実
施
す
る

も
の
。
カ
メ
ラ
の
購
入
費
の

２
分
の
１
は
県
警
か
ら
の
助

成
を
受
け
て
い
る
。
従
来
は

大
通
り
に
設
置
し
て
き
た
が
、

今
回
は
住
宅
侵
入
、
窃
盗
防

止
の
観
点
で
旧
国
道
６
号
沿

い
に
設
置
す
る
。

問 

防
犯
カ
メ
ラ
の
点
検
、
管
理

は
ど
こ
が
担
う
の
か
。

答 

修
理
等
の
対
応
を
含
む
電
気

代
な
ど
は
、
牛
久
市
が
負
担

し
管
理
す
る
。

市
に
寄
附
さ
れ
た
旧
飯
島

家
住
宅
の
調
査
始
ま
る
。

問 

住
宅
の
管
理
、
調
査
内
容
と

公
開
予
定
は
。

答 

管
理
に
つ
い
て
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
委
託
し
、

清
掃
や
建
物
の
管
理
を
実
施
。

有
識
者
に
よ
る
基
礎
調
査
を

行
い
、
母
屋
に
つ
い
て
は
国

の
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録

を
目
指
し
、
国
の
補
助
金
等

を
活
用
し
て
公
開
に
向
け
整

備
し
て
い
く
。

「
稲
敷
・
龍
ケ
崎
地
方
３
組
合
統
合
・
複
合
化
に

関
す
る
特
別
委
員
会
」
で
の

調
査
の
結
果
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
委
員
会
で
は
「
龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合
」「
龍
ケ
崎

地
方
衛
生
組
合
」「
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
の
３

組
合
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
牛
久
市
議
会
と
し
て
の
考
え
方

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
令
和
５
年
10

月
30
日
、
そ
の
検
討
結
果
及
び
提
言
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

調
査
検
討
の
経
過

　
３
組
合
の
う
ち
、
消
防
、
水
防
等
を
所
掌
す
る
「
稲
敷
地
方
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
は
、
他
の
２
組
合
に
比
し
て
統
合
に
向

け
て
は
ク
リ
ア
す
べ
き
点
が
多
々
あ
り
、
し
尿
処
理
や
ご
み
処
理

を
所
掌
す
る
２
組
合
と
は
明
ら
か
に
性
格
が
異
な
る
。

　
ま
た
、
現
在
の
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
当
時
に
奥
原

地
区
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
委
員
会
と
市
と
で
締
結
さ
れ
た

清
掃
工
場
建
設
に
関
す
る
協
定
書
で
は
、
広
域
化
し
な
い
こ
と
が

条
件
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
今
後
の
ご
み
処
理
広
域

化
の
議
論
に
あ
た
っ
て
は
十
分
に
留
意
す
べ
き
も
の
と
の
結
論
に

至
っ
た
。

提　
言

　
稲
敷
・
龍
ケ
崎
地
方
３
組
合
統
合
・
複
合
化
協
議
会
が
、
ご
み

処
理
の
広
域
化
に
特
化
し
た
協
議
を
行
う
広
域
行
政
検
討
協
議
会

へ
と
変
遷
し
た
の
を
受
け
て
、
本
委
員
会
は
、「
龍
ケ
崎
地
方
衛

生
組
合
」「
龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合
」の
２
組
合
に
よ
る
統
合・

複
合
化
が
望
ま
し
く
、「
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」

は
対
象
か
ら
除
く
べ
き
で
あ
る
と
提
言
す
る
。

　
な
お
、
広
域
行
政
検
討
協
議
会
に
お
け
る
今
後
の
議
論
の
推
移

を
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

環
境
建
設
常
任
委
員
会

牛
久
市
土
採
取
事
業
規
制
条
例
の

一
部
を
改
正

（
内
容
）
宅
地
造
成
等
規
制
法
が
、
宅
地
造

成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
に
名
称
変

更
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
牛
久
市
の

条
例
の
本
文
中
に
お
い
て
引
用
条
項
及

び
文
言
の
変
更
を
行
う
も
の
。

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
の

実
施
を
求
め
る
意
見
書

（
内
容
）
内
閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
が

司
令
塔
と
な
っ
て
、
厚
生
労
働
省
、
国

土
交
通
省
、
各
地
方
公
共
団
体
が
連
携

し
て
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
を
全

国
展
開
す
る
こ
と
を
国
に
対
し
て
求
め

る
も
の
。

※ 

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
と
は

　
下
水
中
に
は
人
由
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
下
水
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
（
下
水
中
の
ウ
イ
ル
ス
を
検
査
・

監
視
す
る
こ
と
）
に
よ
り
、
地
域
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
状
況
の
把

握
や
、
特
定
の
施
設
に
お
け
る
感
染
有
無
の

探
知
等
を
行
い
、
効
果
的
・
効
率
的
な
対
策

に
つ
な
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
国
内
外

で
研
究
・
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。（
内
閣

感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
）
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写真はひたち野東地区の
大通りの交差点に設置さ
れている防犯カメラ。
今回新たに設置されるも
のも同機種のカメラにな
る予定。

主屋（東より）門（東より）
旧飯島家住宅。牛久町飯島家は江戸時代に長く牛久宿（現在の牛久町）
の問屋となった家で、宿屋の長として中心的な役割を果たした家。
現在の飯島家の門前には「明治天皇牛久行在所」の碑が存在している。



会派構成
市民クラブ 自民党うし

く２１ 公明党 日本共産党 日本維新
の会

うしく未来
プロジェクト 無会派

黒木 のぶ子
須藤 京子　
杉森 弘之　
出澤  大
加藤 政之

諸橋 太一郎
石原 幸雄
髙嶋 基樹

藤田 尚美
鈴木 勝利
伊藤 知子

遠藤 憲子
大森 和夫

伊藤 裕一
水梨 伸晃

塚原 正彦
柳井 哲也

小松崎 伸　
山本 伸子
池辺 己実夫
甲斐 徳之助
磯山 和男

※ 牛久市議会では会派制を採用しているため、会派名で記載しています。

賛成全員で可決または認定等された議案等
議案番号 議　　　案　　　等　　　名

【第3回臨時会】

５２号 令和５年度牛久市一般会計補正予算（第３号）

【第3回定例会】

５６号 牛久市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例について

５７号 牛久市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について

５８号 牛久市土採取事業規制条例の一部を改正する条例について

５９号 令和５年度牛久市一般会計補正予算（第４号）

６０号 令和５年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

６１号 令和５年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第１号）

６２号 令和５年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

６３号 令和５年度牛久市下水道事業会計補正予算（第１号）

６４号 物品購入契約の締結について

６５号 物品購入契約の締結について

６６号 令和５年度牛久市一般会計補正予算（第５号）

諮問第２２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

諮問第２３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

意見書案第３号 下水サーベイランス事業の実施を求める意見書の提出について

意見書案第４号 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療
上の評価等を求める意見書の提出について

決議案第３号 使途不明金の徹底的な解明を求める決議について

賛否が分かれた議案等
議
案
番
号

議　案　等　名

市
民
ク
ラ
ブ

自
民
党
う
し
く
２１

公

明

党

日
本
維
新
の
会

日
本
共
産
党

う
し
く
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

無
会
派（
小
松
崎
）

無
会
派（
山
本
）

無
会
派（
池
辺
）

無
会
派（
甲
斐
）

無
会
派（
磯
山
）

議
決
結
果

【第3回臨時会】

３４号 牛久市下水道条例の一部を改
正する条例について

×黒木
〇須藤
〇杉森
〇出澤
〇加藤

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

５３号 工事請負契約の締結について 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 可
決

５４号 工事請負契約の締結について 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 可
決

５５号 工事請負契約の締結について 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 可
決

【第３回定例会】

認定
第１号

令和４年度牛久市各会計歳入
歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認

定

意見
書案
第５号

教職員定数改善及び義務教
育費国庫負担制度堅持に係る
意見書の提出について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 可
決

令
和
５
年
第
３
回
臨
時
会

（
主
な
内
容
）

下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
下
水
道
使
用
料
金
の
値

上
げ
の
条
例
改
正
案
可
決

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

・ 

総
合
窓
口
受
付
案
内
業
務
委
託
料
の
計
上

　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
２
４
３
万
３
千
円

・
産
後
ケ
ア
の
対
象
者
等
の
拡
大
に
伴
う
委
託
料

の
増
額　
　
　
　
　
・
・
・
２
９
７
万
６
千
円

お
く
の
義
務
教
育
学
校
施
設
一
体
型
建
設

工
事
（
工
区
１
）
等
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
校
舎
及
び
給
食
室
等
の
増
築
、
既
存
校
舎
の
長

寿
命
化
改
修
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
工
事
請
負

契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

【
建
築
工
事
】
オ
カ
ベ
・
松
浦
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体　
　
　
　
　
　
（
17
億
９
６
３
０
万
円
）

【
電
気
設
備
工
事
】
飯
島
・
木
村
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体　
　
　
　
　
（
３
億
６
３
０
０
万
円
）

【
機
械
設
備
工
事
】
伊
奈
・
塚
原
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体　
　
　
　
　
（
３
億
８
２
８
０
万
円
）

凡例：　○・・・賛成、×・・・反対
諸橋太一郎議長（自民党うしく21）は採決には加わっておりません議案の審議結果

　
一
部
事
務
組
合
・

　
広
域
連
合
議
会
報
告

　

一
部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
に

は
そ
れ
ぞ
れ
議
会
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
牛
久
市
議
会
議
員
も
そ
れ

ら
の
団
体
の
議
員
と
し
て
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
議
会
の
詳
細
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

県
南
水
道
企
業
団

龍
ケ
崎
市
地
方
衛
生
組
合

牛
久
市
・
阿
見
町
斎
場
事
務
組
合

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
か
、
ま
た
は
牛

久
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。

　
　
　
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
の

　
　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
分
の
増
額

一
般
会
計
補
正
予
算

　
12
月
発
売
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
券
３
億
円
分
に
つ

い
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
を
10
％
か
ら
20
％
に
す
る
こ
と
に

伴
う
補
助
金
の
増
額

補
正
額
３
１
０
０
万
円
（
補
正
後
の
予
算
額
７
８
１
０
万

円
）

質
疑
よ
り

問 

販
売
方
法
の
変
更
点
は
。

答  

市
民
限
定
で
一
世
帯
あ
た
り
10
万
円
を
上
限
と
し
、
ハ

ガ
キ
で
の
申
し
込
み
と
な
る
。
申
し
込
み
が
３
億
円
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
る
。

問  

多
く
の
市
民
が
買
え
る
よ
う
に
限
度
額
の
引
き
下
げ
を

検
討
し
て
は
。

答  

今
回
の
販
売
デ
ー
タ
を
参
考
に
、
次
回
以
降
の
販
売
に

つ
い
て
方
法
や
限
度
額
な
ど
を
見
直
し
て
い
く
予
定
。

　　　　　

常
任
委
員
会

本
　会
　議

おしえて！議会定例会って？
　　　どういう流れになっているの？
おしえて！議会定例会って？
　　　どういう流れになっているの？

特集

　市議会には、年４回開かれ定例会（３月、６月、９月、
１２月）と、必要に応じて開かれる臨時会があります。
ここでは、定例会の流れについて説明します。

開　　会　
議案について提案者（市長）の説明があります。
議案には、条例、予算、契約の締結、財産の取得または
処分、人事案件、意見書、決議などがあります。
議案は委員会付託により本会議から常任委員会へ移ります。

一般質問
議員は市の仕事全般に
関する様々なテーマに
ついて質問を行い、市
の見解などを求めるこ
とができます。
議員の質問時間と執行
部の答弁時間は、それ
ぞれ45分以内となっ
ています。

常任委員会で議案の審査を行います。
議員は下記４つのいずれかの常任委員会に所属します。
（兼務している議員もいます。）
総務企画常任委員会
教育文化常任委員会
保健福祉常任委員会
環境建設常任委員会
提案者の説明　市執行部が議案の内容を説明します。
質疑応答　市執行部に対し、議案の内容について質疑を

行います。
討　　論　議案に対し賛成か反対か自分の意見を述べます。
採　　決　委員会として議案の賛否を決定します
委員会報告書の提出により本会議に移ります。

閉　　会
委員長報告　委員会の審査結果を委員長が報告します。
質　疑　答　弁　委員長報告に対する質疑を行います。
討　　　論　議案に対し賛成か反対か自分の意見を述べます。
採　　　決　議案の賛否は出席議員の過半数で決定します。 採決はタブレット端末で行います

常任委員会での審査の内容を報告します

常任委員会ではより専門的に詳細に審査を行います一般質問の様子

議長が全体の進行をします
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10％
⬇
20％

令和 5 年 11 月 30 日　　牛久市議会だより　　第 116 号（ 18 ）


